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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年2月2日(2012.2.2)

【公開番号】特開2010-160174(P2010-160174A)
【公開日】平成22年7月22日(2010.7.22)
【年通号数】公開・登録公報2010-029
【出願番号】特願2009-496(P2009-496)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  17/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ  17/14    　　　　
   Ｇ０３Ｂ   5/00    　　　Ｆ
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月12日(2011.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　カメラＣＰＵ１０２には、カメラ側バッテリ１０１から電源が供給されている。カメラ
ＣＰＵ１０２は、カメラ本体１００に設けられたカメラ側防振スイッチ１０３、不図示の
レリーズスイッチ、モードダイヤル、各種設定ボタン等のユーザインターフェイスから伝
達されてくる様々なカメラ本体設定信号を把握したり、撮像素子シフト用ＶＣＭ１０５、
不図示の表示装置、シャッタ装置、クイックリターンミラー等の被駆動装置を駆動制御し
たり、レンズＣＰＵ２０１とデータ通信を行ったりしている。特にカメラＣＰＵ１０２は
、カメラ側防振スイッチ１０３がＯＮであることを認識すると、通常、撮像素子シフト用
ＶＣＭ１０５をＶＣＭ用ドライバ１０６で制御することにより撮像素子１０４を光軸に垂
直な平面で駆動させて、カメラ本体１００に設けられた不図示の手振れ検出手段により検
出された手振れをキャンセルする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　図５を用いて補正レンズ群２０３が光軸に垂直な平面で駆動される原理について説明す
る。図５は補正レンズ群２０３を光軸に垂直な平面で駆動させる手振れ補正ユニット３０
０を、光軸を含む平面から見た断面図である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更



(2) JP 2010-160174 A5 2012.2.2

【補正の内容】
【００３１】
　手振れ補正ユニット３００は大きく分けて可動側部材３１０と固定側部材３２０とから
なる。可動側部材３１０は、補正レンズ群３１１（２０３と同じ）とレンズ鏡枠３１２と
マグネット３１３からなり、固定側部材３２０は、ベース３２１とコイル３２２とヨーク
３２３からなる。また、可動側部材３１０は、固定側部材３２０に対して複数のボール３
３１で支えられている。
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